
本
坊
永
代
経
法
要

午
前
七
時
三
十
分
（
本
堂
・
蓮
如
堂
）・
法
話

午
前
十
時
・
同
行
勤
行
（
蓮
如
堂
）・
説
教
二
座
（
蓮
如
堂
）

午
後
一
時
・
永
代
経
勤
行
（
本
堂
）・
説
教
二
座
（
蓮
如
堂
）

令
和
七
年
四
月
十
二
日
（
土
）・
十
三
日
（
日
）

布
教　

寿
願
寺　

西
寺 

正
師

演
題 

「
阿
弥
陀
如
来
の

大
会
座
に

」

～
ご
開
山 

親
鸞
さ
ま
の
み
教
え
が
私
に
届
く
ま
で
～



　
コ
ロ
ナ
の
危
機
が
有
ろ
う
が
無
か
ろ
う
が
、
梅
が
つ
ぼ
み
を
膨
ら
ま
せ
、
や

が
て
桜
が
咲
き
誇
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
「
花
の
い
の
ち
は
短
く
て
、
苦
し
き
こ
と
の
み
多
か
り
き
」
と
歌
っ
た
歌
人

が
い
ま
し
た
。
苦
し
み
は
、
一
時
忘
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
生
き
る
限
り

繰
返
さ
れ
ま
す
。
迷
い
の
生
を
生
き
て
い
る
「
い
の
ち
」
の
本
質
を
言
い
当

て
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
達
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
、
先
祖
か
ら
子
孫
へ
と
繋
が
る
「
い
の
ち
」

の
潮
流
に
気
付
き
、
そ
の
刹
那
に
生
き
る
「
私
」
の
存
在
に
息
を
の
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
娑
婆
の
苦
楽
に
浮
沈
す
る
「
私
」
は
、
こ
の
「
い
の
ち
」
の

圧
倒
的
な
暴
流
の
裡
で
、
御
し
が
た
い
「
心
」
と
老
・
病
・
死
の
「
身
」
に

翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
る
過
酷
な
存
在
で
す
。
こ
の
事
実
を
誤
魔
化
す
こ
と
な
く

自
分
の
存
在
に
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
き
っ
か
け
を
仏
縁
と
い
い
ま
す
。

　

仏
縁
と
は
、
仏
の
「
智
慧
」
と
「
慈
悲
」
に
よ
っ
て
煩
悩
の
氷
が
溶
け
て

菩
提
の
水
に
な
る
よ
う
に
、
私
の
「
い
の
ち
」
の
源
流
を
見
抜
き
、
何
が
問

題
で
あ
る
か
に
気
付
い
て
往
く
不
思
議
を
自
覚
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
真
実
」
に
気
づ
き
、
わ
が
子
わ
が
孫
は
勿
論
一
人
で
も
多
く
の
縁

あ
る
人
に
、
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
…
そ
の
思
い
が
念
仏
者
の
行
動
と
な
り
、

浄
土
真
宗
の
文
化
を
か
た
ち
作
っ
て
来
ま
し
た
。

　

そ
の
一つ
に
永
代
経
法
要
が
あ
り
ま
す
。
本
徳
寺
に
何
が
し
か
の
縁
あ
る

皆
様
に
、
左
記
、
永
代
経
法
要
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本徳寺永代経法要 

四
月
十
二
日

(

土
曜
日
）

十
三
日

(

日
曜
日
）

　
　

午
前
七
時
半　

晨
朝
勤
行

(

本
堂

・
蓮
如
堂
）　

法
話

　

午
前
十
時　
　
　
　

門
徒
勤
行

(

蓮
如
堂
）
引
き
続
き
説
教

　

午
後
一
時　
　

永
代
経
法
要

(

本
堂
）
引
続
き
説
教

導
師　

大
谷
昭
仁

布
教　

西
寺　

正

４月12日 (土曜 )・13日 (日曜 )



亀山御坊本徳寺 

2024 年・永代経法要 

永代経法要日程表 

4 月 12 日（土）・13 日（日） 
 

 

 

 

 

導師  本徳寺住職   大谷昭仁師  

布教  寿願寺住職   西 寺  正 師  

1 ７時半より 晨朝勤行 本堂･蓮如堂

2 引き続き 法話 蓮如堂 

3 10 時より 同行勤行 蓮如堂 

4 引き続き 説経 蓮如堂 

５ お昼休憩 昼食 庫裏 

６ 1 時より 永代経勤行 本堂 

７ 引き続き 説経 蓮如堂 



春
彼
岸
讚
佛
会
ご
案
内 

一
、
春
彼
岸
讃
仏
会
勤
行
は
午
後
一
時
か
ら
本
堂
で
厳
修
さ
れ
ま
す
。 

一
、
同
行
の
勤
行
は
蓮
如
堂
で
午
前
十
時
か
ら
あ
り
ま
す
。 

一
、
お
説
教
は
十
九
日
か
ら
蓮
如
堂
で
勤
行
の
後
必
ず
行
わ
れ
ま
す
。 

  
 

 
布
教
使 

福
岡
・
平
和
寺 

成
照 

星
師 

一
、
個
別
の
お
経
づ
け
は
寺
務
所
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。 

午
前
中
は
九
時
か
ら
十
一
時
半 

午
後
は
二
時
か
ら
四
時 

一
、
ご
懇
志
は
本
堂
寄
進
所
ま
た
は
寺
務
所
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。 

一
、
昼
食
は
食
券
を
寺
務
所
で
お
求
め
下
さ
い
。 

 

四
月
十
二
日
（
土
）
・
十
三
日
（
日
）
、
本
坊
永
代
経
法
要
勤
修 

五
月
十
一
日
（
日
）
、
蓮
如
上
人
並
び
に
御
歴
代
年
回
法
要
勤
修 

  
 

 

永
代
経
法
要
日
程  

 
 

蓮
如
上
人
並
び
に
御
歴
代
年
回
法
要
日
程 

 

四
月
十
二
日 

午
前
七
時
半 

 

晨
朝
勤
行 

法
話 

 
五
月
十
一
日 

午
前
七
時
半 

日
没
礼
讃 

 

法
話 

午
前
十
時 

 
 

同
行
お
勤
め 

説
経
二
席 

 
 

午
前
十
時 

無
量
寿
経
作
法  

説
教
一
席 

  

午
後
一
時 

 
 

永
代
経
勤
行 

説
経
二
席 

 
 

午
後
一
時 

 
 

 

説
教
一
席 

 

四
月
十
三
日 

午
前
七
時
半 

 

晨
朝
勤
行 

法
話 

 
 

 

午
後
二
時 

蓮
如
忌
法
要 

 

説
教
二
席 

 

午
前
十
時 

 
 

同
行
お
勤
め 

説
経
二
席 

 
 

 
 

午
後
一
時 

 
 

永
代
経
勤
行 

説
経
二
席 

 
 

 
 

布
教
使 

 

寿
願
寺 

西
寺
正
師 

 

布
教
使 

 
慈
眼
寺 

松
田
義
量
師 

4月と5月の行事ご案内

お待ちいたしております 



四
月
十
二
日
（
土
）・
十
三
日
（
日
）

お
説
経
は
、
お
勤
め
の
後
、
蓮
如
堂
で
聴
聞
し
ま
す
。

亀
山
御
坊
永
代
経
法
要
の
ご
案
内

亀
山
御
坊
永
代
経
法
要
日
程

導
師 

本
徳
寺　

大
谷
昭
仁
師

布
教 

寿
願
寺　

西 

寺  　

 

正
師

　

四
月
初
旬
、
境
内
の
サ
ク
ラ
が
満
開
に
な
り
、
散
っ
て
い
き
ま
す
。

花
命
の
短
さ
を
直
視
し
て
永
代
経
法
要
が
勤
ま
り
ま
す
。
ツ
ツ

ジ
が
咲
く
頃
、
五
月
十
一
日
に
は
蓮
如
上
人
の
ご
法
要
で
す
。

境
内
に
栴
檀
の
香
り
が
漂
う
頃
、
こ
の
頃
に
は
コ
ロ
ナ
への
過
敏
な

反
応
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
是
非
と

も
仏
縁
に
お
合
い
く
だ
さ
い
。

蓮
如
忌
法
要
の
ご
案
内

午
前
七
時
半　

 

晨
朝
勤
行　

本
堂
・
蓮
如
堂

午
後
一
時　
　
　

永
代
経
法
要　

本
堂

 

人
は
ひ
と
り
生
ま
れ
ひ
と
り
去
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
間
多

く
の
出
会
い
と
別
れ
を
体
験
し
ま
す
。
こ
の
娑
婆
で
は
別
れ

の
な
い
出
会
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
子
も
夫
婦
も
兄
弟
も
知

友
も
必
ず
死
別
を
も
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
残
さ

れ
た
者
は
断
ち
が
た
い
恩
愛
の
情
に
さ
ら
さ
れ
て

「
い
の
ち
」

を
正
面
か
ら
問
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
仏
縁
を
通
し
て

人
は
自
ら
が
何
者
で
あ
る
か
を
知
る
も
の
で
す
。

た
し
か
に
、
「さ
よ
な
ら
」
だ
け
が
人
生
の
見
方
を
決
定
づ
け
る

も
の
な
の
で
す
。
「さ
よ
な
ら
」
は
、
今
ま
で
命
を
生
き
な
が
ら
命

に
無
知
で
あ
っ
た
私
が
、
共
に
生
き
た
命
と
の
別
れ
を
通
し
て
始

め
て
本
当
の
命
に
触
れ
る
こ
と
な
の
で
す
。

仏
様
は
こ
の
命
の
本
性
に
向
か
っ
て
思
案
を
し
、
考
え
を
巡
ら
し
、

願
い
を
か
け
、
合
掌
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
愕
然

と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
生
老
病
死
を
貫
く
命
の
全
貌

を
明
ら
か
に
す
る
お
念
仏
の
世
界
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

「さ
よ
な
ら
」
と
は
仏
縁
で
す
。
私
が
仏
願
を
拠
り
所
に
し
た
新

し
い
自
分
に
巡
り
逢
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
命
の
依
っ
て
来
た

る
由
縁
と
行
く
末
を
自
覚
し
た
自
立
的
な
生
き
方
を
菩
提
の
道

と
い
い
ま
す
。

永
代
経
法
要
の
源
泉
を
探
る
と
、
こ
の
菩
提
の
道
を
、
わ
が
子

わ
が
孫
は
勿
論
、
一
人
で
も
多
く
方
々
た
ち
に
気
付
い
て
ほ
し
い
、

と
い
う
先
祖
先
達
の
永
代
の
思
い
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

下
記
の
通
り
永
代
経
法
要
を
修
行
い
た
し
ま
す
ご
参
集
下
さ

い
。
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　

亀
山
本
坊
で
自
己
管
理
型
の
納
骨
壇
の
利
用
が
出
来

き
ま
す
。
ご
相
談
の
方
は
左
記
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先
・
本
徳
寺
寺
務
所
・
電
話(

２
３
５)

０
２
４
２

個
別
納
骨
壇
利
用
の
ご
案
内　



亀
山
御
坊
永
代
経
法
要
の
ご
案
内

本
徳
寺
で
は
下
記
の
通
り
、
永
代
経
法
要
が
勤
め
ら
れ
ま
す
。

「
永
代
経
」
と
い
う
名
の
お
経
が
別
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仏
の
願
い
に
目
覚
め
た
人
が
尊
い
み
教
と
仏
の
お
徳
を
子
々

孫
々
に
伝
え
る
た
め
に
勤
め
る
法
要
で
す
。

死
別
を
縁
に
人
の
命
の
あ
り
よ
う
と
行
く
末
を
仏
の
願
い
の
中

に
見
出
し
た
人
が
、
故
人
に
代
わ
っ
て
布
施
行
を
つ
く
し
、
仏
徳

賛
嘆
の
行
に
自
参
し
て
故
人
と
の
関
係
を
成
就
さ
せ
る
浄
土
真

宗
独
特
の
営
み
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
行
事
を
通
し
て
よ
り
深
く

仏
法
を
聞
く
機
会
に
出
会
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。

礼
讃
文
に
こ
う
あ
り
ま
す
。
「人
身
受
け
難
し
、
今
既
に
受
く
。

仏
法
聞
き
が
た
し
、
今
已
に
聞
く
。
こ
の
見
今
生
に
向
か
っ
て
度

せ
ず
ん
ば
、
さ
ら
に
い
ず
れ
の
生
に
向
か
っ
て
か
、
こ
の
身
を
度
せ

ん
」。
人
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
ま
れ
な
る
縁
で
あ
り
、
仏
法
を
聞

き
仏
に
な
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
「棚
か
ら
ぼ
た
餅
」

で
す
ら
口
を
開
け
な
け
れ
ば
餅
は
口
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
仏
法
を

聞
く
こ
と
も
同
様
で
す
。

こ
の
よ
う
に
永
代
経
法
要
は
わ
が
子
わ
が
孫
は
勿
論
、
一
人

で
も
多
く
方
々
に
気
付
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
仏
縁
の
あ
っ
た
先

達
の
永
代
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

下
記
の
通
り
永
代
経
法
要
を
修
行
い
た
し
ま
す
の
で
謹
ん
で
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

お
説
経
は
、
お
勤
め
の
後
、
蓮
如
堂
で
聴
聞
し
ま
す
。

亀
山
御
坊
永
代
経
法
要
日
程

　

四
月
初
旬
、
境
内
の
サ
ク
ラ
が
満
開
に
な
り
、
散
っ
て
い
き
ま
す
。

花
命
の
短
さ
を
直
視
し
て
永
代
経
法
要
が
勤
ま
り
ま
す
。
ツ
ツ

ジ
が
咲
く
頃
、
五
月
十
一
日
に
は
蓮
如
上
人
の
ご
法
要
で
す
。

境
内
に
栴
檀
の
香
り
が
漂
う
頃
、
こ
の
頃
に
は
コ
ロ
ナ
への
過
敏
な

反
応
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
是
非
と

も
仏
縁
に
お
合
い
く
だ
さ
い
。

蓮
如
忌
法
要
の
ご
案
内

　

亀
山
本
坊
で
自
己
管
理
型
の
納
骨
壇
の
利
用
が
出
来

き
ま
す
。
ご
相
談
の
方
は
左
記
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先
・
本
徳
寺
寺
務
所
・
電
話(

２
３
５)

０
２
４
２

個
別
納
骨
壇
利
用
の
ご
案
内　

四
月
十
二
日
（
土
）・
十
三
日
（
日
）

導
師 

本
徳
寺　

大
谷
昭
仁
師

布
教 

寿
願
寺　

西 

寺  　

 

正
師

午
前
七
時
半　

 

晨
朝
勤
行　

本
堂
・
蓮
如
堂

午
後
一
時　
　
　

永
代
経
法
要　

本
堂



永
代
祠
堂
経
に
付
か
れ
た
方
に
ご
案
内

四
月
は
境
内
の
桜
が
満
開
で
す
。
桜
の
時
期
に
な
る
と
若
か
り

し
時
の
苦
い
思
い
出
が
去
来
し
ま
す
。

当
時
、
仲
間
と
桜
を
魚
に
酒
宴
に
興
じ
て
い
た
時
、
い
つ
も
お

参
り
に
な
る
老
い
た
ご
門
徒
が

「
桜
が
な
ぜ
綺
麗
か
分
か
る
？
」

と
問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。、
虚
を
突
か
れ
、
返
す
言
葉
も
な
く

沈
黙
し
て
い
る
と
、
そ
の
方
は
こ
う
言
う
の
で
す
。
「桜
は
精
一
杯

努
力
し
て
美
く
し
い
は
な
を
咲
か
せ
て
人
を
喜
ば
す
。
そ
し
て
、

そ
の
成
果
を
一
瞬
の
う
ち
に
散
ら
せ
て
平
然
と
し
て
い
る
。
そ
の

姿
が
美
し
い
の
だ
」
と
言
い
放
っ
た
。

桜
に
は
そ
ん
な
意
思
な
ど
な
い
が
、
そ
れ
を
愛
で
る
我
々
は
い
ろ

い
ろ
な
意
味
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
初
め
て
知
っ
た
。
お
そ

ら
く
老
婆
は
咲
き
誇
り
散
っ
て
い
く
姿
に
自
身
の
命
の
真
意
を
感

じ
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。

娑
婆
に
は
幾
多
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
別
れ
の
な
い

出
会
い
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
と
す
れ
ば
仏
と
の
出
会
い

で
す
。
娑
婆
で
の
別
れ
を
縁
に
、
そ
こ
か
ら
よ
り
深
い
命
の
営
み

に
出
会
う
の
で
す
。

「さ
よ
な
ら
」
と
は
仏
縁
で
す
。
私
が
仏
願
を
拠
り
所
に
し
た
新

し
い
自
分
に
巡
り
逢
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
命
の
依
っ
て
来
た

る
由
縁
と
行
く
末
を
自
覚
し
た
自
立
的
な
生
き
方
を
菩
提
の
道

と
い
い
ま
す
。

永
代
経
法
要
の
営
み
は
、
こ
の
真
実
を
一
人
で
も
多
く
方
々
た

ち
に
気
付
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
往
生
し
た
先
達
の
永
代
の
思
い
に

出
会
う
こ
と
で
す
。
下
記
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

四
月
十
二
日
（
土
）・
十
三
日
（
日
）

お
説
経
は
、
お
勤
め
の
後
、
蓮
如
堂
で
聴
聞
し
ま
す
。

亀
山
御
坊
永
代
経
法
要
日
程

導
師 

本
徳
寺　

大
谷
昭
仁
師

布
教 

寿
願
寺　

西　

寺　
　

正
師

　

四
月
初
旬
、
境
内
の
サ
ク
ラ
が
満
開
に
な
り
、
散
っ
て
い
き
ま
す
。

花
命
の
短
さ
を
直
視
し
て
永
代
経
法
要
が
勤
ま
り
ま
す
。
ツ
ツ

ジ
が
咲
く
頃
、
五
月
十
一
日
に
は
蓮
如
上
人
の
ご
法
要
で
す
。

境
内
に
栴
檀
の
香
り
が
漂
う
頃
、
こ
の
頃
に
は
コ
ロ
ナ
への
過
敏
な

反
応
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
是
非
と

も
仏
縁
に
お
合
い
く
だ
さ
い
。

蓮
如
忌
法
要
の
ご
案
内

午
前
七
時
半　

 

晨
朝
勤
行　

本
堂
・
蓮
如
堂

午
後
一
時　
　
　

永
代
経
法
要　

本
堂

　

亀
山
本
坊
で
自
己
管
理
型
の
納
骨
壇
の
利
用
が
出
来

き
ま
す
。
ご
相
談
の
方
は
左
記
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先
・
本
徳
寺
寺
務
所
・
電
話(

２
３
５)

０
２
４
２

個
別
納
骨
壇
利
用
の
ご
案
内　



春
彼
岸
讃
仏
会

午
前
七
時
半
・
晨
朝
勤
行
（
本
堂
・
蓮
如
堂
）
・
法
話

午
前
十
時
・
同
行
勤
行
（
蓮
如
堂
）・
説
教
二
座
（
蓮
如
堂
）

午
後
一
時
・
彼
岸
会
勤
行
（
本
堂
）
・
説
教
二
座
（
蓮
如
堂
）

お
説
教
は
毎
座
・
蓮
如
堂
で
行
わ
れ
ま
す
。

三
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日

成
照
星
師

福
岡 

平
和
寺

演
題

往

生

極

楽

の

道



布教　福岡 ・平和寺　成照星師

 午前 7時 半 　晨朝勤行 本堂・蓮如堂・法話

午前 10 時 　門徒勤行　蓮如堂・法話

午後１時  　彼岸会勤行 本堂・説教

梅と太鼓楼
文化財太鼓楼は平成１２年春に完成しました。

亀山本徳寺

19日・20日・21日の行事日程

人生は一命を引っさげての一人旅

どこから来てどこへ行くのか、生老病死
を貫く大いなる命の有り様を仏様の信心
の智慧によって明らかにさせていただき
ましょう。

3月 19 日から 21 日の 3日間勤修

20日の彼岸勤行に際し午後12時45分
から本徳寺コーラスの合唱と毎日読
誦中に讚佛偈の写経を修業します。

 



春の彼岸讃仏会
「いのち」を生きながら「いのち」を知らない私

仏の智慧に照らされて
明らかになる私の本性

　午前 7時半  晨朝勤行 本堂・蓮如堂

　午前 10 時  　同行勤行　蓮如堂

　午後１時  　彼岸会勤行 本堂

昨年よりコロナで自粛していた行事を修業します。昨年よりコロナで自粛していた行事を修業します。

中日午後１時の彼岸法要ではコーラス讃歌が奉納さ中日午後１時の彼岸法要ではコーラス讃歌が奉納さ

れ、三日間を通して読経中の写経奉納が修業されます。れ、三日間を通して読経中の写経奉納が修業されます。

彼岸讃仏会は３月 19 日・20 日・21 日
の 3日間勤まります

讃仏会のお勤めは大経讃仏偈を３つに区切って

独特の音律で勤められます。

古来、本山本願寺で依用されていました。

亀山本徳寺

布教　福岡・平和寺 成照星師
「浄土のさとり」とは、仏様の功徳によって、自らの

「いのち」の在り様と行く末を明らかにすることです。



亀山御坊本徳寺

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
。
春
の
彼
岸
は
、
冬
か
ら

夏
に
向
け
て
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
明
確
に
印
象
づ

け
る
日
本
特
有
の
風
物
詩
で
す
。

　

彼
岸
に
は
お
墓
参
り
を
し
て
先
祖
に
思
い
を
馳
せ
、

仏
供
養
を
お
こ
な
う
宗
教
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
ド
や
中
国
に
は
な
い
仏
教
行
事
が
、
い
つ
頃
に
、

何
故
、
日
本
に
定
着
し
た
の
か
皆
目
分
か
ら
な
い
そ

う
で
す
。

憶
測
す
る
に
、
日
本
に
お
け
る
明
確
な
四
季
の
循

環
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
耕
サ
イ
ク
ル
と
の
関
係

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
決
め
手
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
岸
行
事
の
記
載
は
ふ
る

く
、
『崇
道
天
皇
の
奉
為
に
諸
国
国
分
寺
の
僧
を
し

て
春
秋
二
仲
月
別
七
日
、
金
剛
般
若
経
を
読
ま
し
む
』

と
あ
り
、
古
代
に
は
す
で
に
彼
岸
が
公
式
の
行
事
と

さ
れ
、
ま
た
、
源
氏
物
語
を
は
じ
め
平
安
初
期
の
諸

文
献
に
も
散
見
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
に
は
民
間
で

も
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
彼
岸
」
は
文
字
通
り

「
彼
の
岸
」
と
い
う
こ
と
で
、

あ
ち
ら
岸
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
い
る
と
こ
ろ
は
此

岸
、
つ
ま
り
、
こ
ち
ら
岸
。
「
彼
岸
」
は
、
こ
ち
ら
か

ら
あ
ち
ら
へ
川
や
海
を
渡
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
「
彼
岸
」
は
正
確
に
は

「
到
彼
岸
」

と
言
っ
て
、
こ
ち
ら
岸
か
ら
あ
ち
ら
岸
に
渡
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
古
来
の
日
本
人
は
人
が
死
ぬ

と
単
純
に
あ
の
世
へ
行
く
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

世
は
山
や
海
で
あ
り
天
上
や
地
下
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
が
、
と
に
か
く
、
死
ん
だ
先
祖
が
行
く
場
で
あ
り
、

そ
こ
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
帰
っ
て
く
る
と
言
う
古
代
の

他
界
観
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
朴

な
観
念
を
ベ
ー
ス
に
、
秋
の
農
繁
期
を
迎
え
、
先
祖

の
お
蔭
と
、
大
地
や
太
陽
へ
の
感
謝
が
彼
岸
の
行
事

を
形
作
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
年
繰
返

さ
れ
る
農
耕
信
仰
と
先
祖
信
仰
を
背
景
に
、
農
耕

の
休
閑
期
と
時
候
の
息
吹
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
の

民
衆
に
古
く
か
ら
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
ま

す
。し

か
し
、
民
族
文
化
の
底
辺
を
流
れ
る
素
朴
な

「
あ

の
世
」
観
は
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
か
た
ち
の
解

釈
か
ら
内
面
の
実
相
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
に
仏
教
が
大
き
く
関
わ
り
合
い
を
持
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
此
岸
か
ら
彼
岸
へ
」
を

「
娑

婆
か
ら
浄
土
へ
」
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
族
の

生
死
観
に
お
お
き
な
目
覚
め
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
の
世
や
あ
の
世
は
所
詮
こ

の
世
の
延
長
線
に
あ
り
迷
い
の
輪
廻
界
で
し
か
な
い
の
で

は
…
と
。
娑
婆
世
界
か
ら
悟
り
の
世
界
へ
の
解
脱
を
ま
っ

て
、
真
に
到
彼
岸
が
実
現
す
る
こ
と
に
目
覚
め
た
日
本

人
が
育
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
時
に
、
日
本
人
は
「
ヒ
ト
」

か
ら

「
人
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
一
足
飛
び
に
、
人
間
観
が
深
ま
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
初
は
、
あ
の
世
を
極
楽
浄
土

と
み
た
て
て
、
春
と
秋
の
彼
岸
に
仏
教
行
事
を
と
り
い

れ
て
、
次
第
に
、
人
間
に
目
覚
め
て
い
っ
た
に
違
い
有
り

ま
せ
ん
。

初
期
の
信
仰
で
有
名
な
の
は
、
和
国
の
教
主
、
聖
徳

太
子
の
発
願
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
四

天
王
寺

・
西
門
外
所
の
西
方
浄
土
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
の
真
西
に
沈
む
方
向
に
遠
く
浄
土
を
観
想
す
る
こ

の
信
仰
は
、
太
子
信
仰
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
古
代
の
浄

土
信
仰
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
『
四
天
王
寺
御
手
印

縁
起
』
の
虚
偽
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
な
お
、
彼
岸
に

は
大
勢
の
人
が
詰
め
か
け
、
先
祖
の
供
養
や
太
陽
崇
拝

の
な
ご
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

決
定
的
な

「ヒ
ト
」
か
ら

「
人
」
へ
の
変
革
は
中
世
に

お
こ
り
ま
し
た
。
中
国
浄
土
教
の
リ
ー
ダ
ー

・
善
導
大

師
の

「
二
河
白
道
」
は
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
ま

す
。
荒
れ
狂
う
海
と
燃
え
さ
か
る
炎
火
の
中
に
し
っ
か

り
と
架
け
ら
れ
た
此
岸
か
ら
彼
岸
に
到
る
一
筋
の
白
い

道
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
古
代
の
他
界
思
想
で
は
手
に
負
え

な
く
な
っ
て
い
た
日
本
人
の
生
死
観
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ

ま
し
た
。
「
私
」
と
云
う
個
人
の
存
在
に
気
づ
い
た
者
が
、

釈
迦

・
弥
陀
の
教
え
を
唯
一
の
頼
り
と
し
て
、
ひ
と
り

静
か
に
進
み
行
く
も
の
で
す
。
二
河
の
象
徴
で
あ
る
貪

り
と
怒
り
を
乗
り
越
え
、
初
め
て
成
就
す
る
歓
喜
と
悟

り
の
境
位
が
浄
土
で
す
。
善
導
は
、
こ
の
浄
土
へ
の
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

『
観
無
量
寿
経
』
の
日
想
観
の
行
法

を
示
し
て
、
『
冬
夏
の
両
時
を
取
ら
ず
唯
春
秋
の
二
際

を
取
る
、
そ
の
日
正
東
よ
り
出
て
直
西
に
没
す
阿
弥
陀

仏
国
は
日
没
処
に
あ
た
る
』
と
そ
の
時
所
を
述
べ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
西
方
極
楽
浄
土
を
観
想
す
る
上
で
、
「
彼

岸
」
は
あ
ら
た
な
意
味
を
持
っ
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

何
故
に
西
方
浄
土
な
の
か
。
時
空
間
の
観
念
で
し
か

位
置
を
認
識
で
き
な
い
人
間
の
知
性
が
、
時
空
間
の
観

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
浄
土
を
見
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
浄
土
へ
の
往
相
が
こ
の
身
に
実
現
さ
れ
る

た
め
に
は
明
確
で
寸
分
狂
い
の
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
必
要
と

し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
浄
土
を
目
指
す
凡
愚
身
に
お

い
て
西
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
と
り
わ
け
重
要
な
こ
と
な

の
で
す
。
こ
の
方
便
の
浄
土
は
、
信
心
を
決
定
し
此
岸

か
ら
彼
岸
に
渡
る
生
身
の
凡
夫
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
方

位
な
の
で
す
。

　

亀
山
本
徳
寺
で
は
三
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

五
日
間
、
お
彼
岸
の
お
勤
め
を
執
行
し
ま
す
。

 

「
世
界
は
燃
え
て
い
る
」
と
直
感
さ
れ
た
の
は
釈
尊
で
す
。

此
岸
の
人
は
御
し
が
た
い
欲
求
と
耐
え
難
い
日
常
を
抱

え
て
底
知
れ
ぬ
不
安
と
飽
く
な
き
夢
か
ら
一
刻
も
逃
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
此
岸
か
ら
彼
岸
に
、
迷
い
の
世

界
か
ら
目
覚
め
の
世
界
へ
、
仏
様
に
、
終
生
、
問
題
と

さ
れ
、
目
覚
め
て
く
れ
と
願
わ
れ
て
い
る

「
私
」
と
向

か
い
あ
っ
た
時
、
浄
土
真
宗
の

「
法
」
の
世
界
が
開
か
れ

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
彼
岸
讃
仏
会
に

ご
参
集
下
さ
い
。

到
彼
岸
に
想
う

大
谷
昭
仁

本
徳
寺
彼
岸
会
に
お
参
り
下
さ
い

本徳寺大広間天井画



春彼岸讃佛会日程 
亀山本徳寺       

2025年3月 
 １９日（水） ２０日（木） ２１日（金） 
  中日  

７:３０ 晨朝勤行 晨朝勤行 晨朝勤行 

 如常・和讃繰読 如常・和讃繰読 如常・和讃繰読 

 於  本堂  於  本堂  於  本堂

 於 蓮如堂  於 蓮如堂  於 蓮如堂
    

 住職法話 住職法話 住職法話 
 於 蓮如堂   於 蓮如堂  於 蓮如堂

    

１０：００ 同行勤行 同行勤行 同行勤行 
 於 蓮如堂   於 蓮如堂  於 蓮如堂

    

１０：３０  
説教二座 説教二座 説教二座 

於 蓮如堂 於 蓮如堂 於 蓮如堂

１２：００ 
昼食・庫裡 昼食・庫裡 昼食・庫裡 

    

 供飯 供飯 供飯 

１２：４５  仏讃歌奉唱 
御坊コーラス部 

 

１３：００ 彼岸会勤行
写経 

彼岸会勤行
写経 

彼岸会勤行
写経 

  於 本堂  於 本堂  於 本堂

 住職挨拶 御消息拝読 住職挨拶 
 於 本堂  於 本堂  於 本堂
    

１４：００ 
説教二座 説教二座 説教二座 

 於 蓮如堂 於 蓮如堂 於 蓮如堂
    

導師・法話 本徳寺住職 布教 福岡平和寺 成照星師



到
彼
岸
に
想
う
命
の
有
様
と
そ
の
行
末

「お
彼
岸
」
は
、
古
代
か
ら
今
に
続
く
日
本
特
有
の
仏
事
で
す
。

お
墓
参
り
を
し
て
先
祖
の
生
死
に
思
い
を
馳
せ
、
自
ら
の
い
の
ち

の
本
性
を
自
覚
す
る
営
み
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
真
意
を
知
る
者

は
は
な
は
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

「彼
岸
」
と
は
正
し
く
は

「到
彼
岸
」、
つ
ま
り
此
の
岸
を
離
れ

彼
の
岸
に

「私
」
が
到
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

娑
婆
の
定
見
で
は
、
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
で
あ
る
。
ご
先
祖
様

は
あ
っ
ち
に
行
っ
た
け
ど
私
は
ま
だ
こ
っ
ち
に
い
る
。
い
ず
れ
は
私

も
逝
く
け
ど
ま
だ
ま
だ
早
い
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
世
に
未
練
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
中
で
唯
一
学
ん
だ
こ
と
、
人
は
苦
楽
に
翻
弄
さ
れ

「死

に
と
う
な
い 

金
欲
し
い
」
と
い
う
迷
い
の
欲
海
か
ら
出
ら
れ
な
い
。

仏
の
教
え
に
聴
く
と
、
此
岸
は
欲
界
と
言
う
娑
婆
濁
世
、
彼

岸
は
仏
が
薦
め
る
浄
土
の
悟
り
で
す
。
此
岸
と
彼
岸
の
間
に
は
途

方
も
な
く
越
え
が
た
い
「我
執
」
と
い
う
壁
が
あ
り
ま
す
。
仏
教

は
こ
の
我
執
の
壁
を
問
題
に
し
ま
す
。

真
宗
で
は
先
に
逝
っ
た
者
を
先
達
と
言
い
ま
す
。
自
分
よ
り
も

先
に
行
っ
た
か
ら
だ
。
人
は
仲
間
と
言
う
社
会
を
作
り
、
互
い
の

様
子
を
伺
い
な
が
ら
自
ら
の
行
動
を
決
し
て
行
く
。
借
物
の
身
体

が
滅
尽
の
と
き
、
そ
の
心
行
を
先
達
に
聞
き
た
い
。
し
か
し
、
先

達
は
も
う
い
な
い
。
だ
か
ら
、
仏
に
聞
く
し
か
な
い
と
言
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
彼
岸
の
仏
事
を
勤
め
る
者
の
心
構
え
で
す
。

今
年
も
春
の
彼
岸
会
が
勤
ま
る
。
先
達
の
供
養
を
縁
に
、
私
の

い
の
ち
の
あ
り
よ
う
と
そ
の
行
く
末
を
仏
さ
ま
の
智
慧
を
載
い
て

訪
ね
て
み
よ
う
と
想
い
ま
す
。

三
月
十
九
日
・
二
十
日
・
二
十
一
日

お
説
経
は
、
法
要
・
お
勤
め
・
勤
行
の
後
、
蓮
如
堂
於

本
徳
寺
春
彼
岸
讃
仏
会
日
程

布
教　

福
岡

・
平
和
寺　

成
照
星
師

　

コ
ロ
ナ
の
期
間
中
、
中
日
に
は
コ
ー
ラ
ス
の
讃
歌
が
奉
納

さ
れ
、
三
日
と
も
法
要
中
に
写
経
が
行
実
さ
れ
ま
す
。

　

お
と
き
の
昼
食

（
六
百
円
）
を
ご
用
意
し
ま
す
。(

な

く
な
り
次
第
終
了)

春
彼
岸
会
の
午
前
中
行
事
再
開

午
前
七
時
半　

晨
朝
勤
行　

本
堂
・
蓮
如
堂

・
法
話

午
前
十
時　

 

門
徒
勤
行　

蓮
如
堂
・
続
き
説
教

午
後
一
時　
　

 

春
彼
岸
法
要　

本
堂
・
続
き
蓮
如
説
教

　

亀
山
本
坊
で
自
己
管
理
型
の
納
骨
壇
の
利
用
が
出
来

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先
・
本
徳
寺
寺
務
所
・
電
話(

２
３
５)

０
２
４
２

個
別
納
骨
壇
利
用
の
ご
案
内　

●
本
坊
永
代
経
法
要　

 

四
月
十
二
日
・
十
三
日

●
本
坊
蓮
如
忌
法
要　

五
月
十
一
日

い
ず
れ
も
午
前
の
行
事
と
お
と
き
の
昼
食
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
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